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メディア・ツーリズムに関する一考察
―メディア研究からのアプローチ─

平　　井　　智　　尚
1.　本研究の目的

本研究では，メディアコンテンツとツーリズムの関係について，メディア研究の観点から考察を行っ
た。具体的には，主に，オーディエンスがテレビ番組で表象された場所を訪れる現象を論じた。これを
便宜的に「メディア・ツーリズム」と定義した。

2008年に放映されたNHKの大河ドラマ『篤姫』の舞台・由来となった場所の鹿児島県は同ドラマ
の放映に伴って観光客が増加し，経済効果も見込まれている（朝日新聞・鹿児島県版，2008年9月4， 
5日）1)。また，日本国内で流行した韓国ドラマ『冬のソナタ』のロケ地である春川市には，04年に外国
人が37万人訪れたという。この人数は00年の14倍とされている（毎日新聞，2005年11月28日）。

類似の現象はテレビドラマだけにとどまらず，テレビアニメにおいてもみられる。たとえば，2007
年に放映されたテレビアニメ『らき☆すた』に関連して，同アニメの舞台である埼玉県鷲宮町，春日部
市，幸手市などには，多くのオーディエンスが訪れた2)。この現象は「聖地巡礼」と呼ばれており，各
所で注目を集め，いくつかの研究も行われている（岡本，2009： 山村，2009）。

このようにマス・メディアにおいて表象された場所を訪れることは，比較的ポピュラーな現象であ
る。しかし，これまでのメディア研究で取り上げられることは少なかった。そこで本研究はその隙間を
埋めることを目的とする。そして同時に，同研究の分野で本論のテーマを論じることの有効性について
も考察する。

2.　メディア研究からのアプローチ
テレビ・オーディエンスがドラマのロケ地などを訪れる現象については観光や旅行論の観点から論じ

ることも可能である。そして，実際にいくつかの言及が見受けられる（遠藤，2007）。しかし，テレビ
というメディアが介在し，テレビ視聴が行われ，そのオーディエンスが深く関係していることをふまえ
るならば，それをメディア研究の文脈で考察することが可能であり，必要であると考える。だがそもそ
も，テレビ・オーディエンスが，テレビ番組のロケ地や舞台になった場所を訪れる現象は，従来のメ
ディア研究においてテーマとして設定されていない。しかし，メディア・ツーリズムを既存研究の系譜
に位置づけることは不可能ではない。

第一に，テレビの中の場所が持つ権力性にかかわる議論が可能である。マス・メディアで取り上げら
れた出来事，問題，人物に対して特別な地位，あるいは意味合いが付与される。これはいわゆる，マ
ス・メディアの地位付与機能である。仮に，その対象として「場所」を代入しても同じことがいえるだ
ろう。また，イベント主催者やオーディエンスも含めた論考を行っているメディア・イベント論(Dayan 
and Katz, 199251996)からも，マス・メディアに取り上げられる場所の特殊性に関する説明は可能であ
る。このことは，祭礼的で，時として公共的な色彩を帯びるメディア・イベントだけでなく，テレビ・
オーディエンスが日常的に視聴し，その多くがフィクションであるテレビドラマにも当てはまる。こう
した観点に沿うならば，テレビドラマのロケ地や舞台をテレビ・オーディエンスが訪れることは，メ
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ディア世界と普通の世界の区別，すなわち権力の差異が再確認される過程である。つまり，メディア・
ツーリズムは，日常のテレビ視聴とマス・メディアの権力という議論に新たな視座を付け加える。

第二に，メディア・ツーリズムは「マス・メディアとの相互作用」として把握することもできる。マ
ス・メディアとオーディエンスの相互作用に着目した研究はこれまでも数多く行われてきた。しかし，
それらの中には，メディア・テクストの解釈，すなわち「読み」にとどまるものも少なくなかった。だ
が，メディア・ツーリズムへの着目は，読みを超えた行為の一事例を提示する。この点もメディア研究
の領域に新たな視座を付与すると考えられる。

3.　メディア・ツーリズムにおける聖地巡礼の位置づけ
前項ではテレビドラマと関連するメディア・ツーリズムを取り上げたが，類似する現象ははかにも挙

げられる。それは，聖地巡礼と呼ばれる現象である。聖地巡礼は，前述のように，テレビアニメの舞台
となった場所をファンが訪れることを指す。この定義だけをみれば，聖地巡礼と呼ばれる現象を他と区
別する必然性はない。しかし，聖地巡礼は次の点において特徴的である。すなわち，聖地巡礼では，テ
レビ・オーディエンスが，テレビアニメの視聴を通じて，作品の舞台を見つけ出し，その場所に意味付
与を行うのである。「ファンが自らメディアの場所を発見する。たとえば，フィルムのロケ地でありな
がらも注目されていなかったような場所をファンが探し出すような場合には（メディア世界と普通の世
界の間に存在する），境界の意味合いは異なってくる」（Couldry, 2003: 88　カッコ内は引用者補足）。

一方において，テレビドラマのケースでは，時としてメディア製作者の側から舞台が提示・明示さ
れ，そこに観光業者などが加わってメディア・ツーリズムが計画される。他方，聖地巡礼の，少なくと
も初期段階では，テレビアニメを愛好するファンたちが，番組視聴を通じて，作品内のカットやシーン
から舞台を見つけ出す。そして，その発見に基づくファン同士の相互行為を通じて作品内の舞台が「聖
地」として意味づけられる。そして，ファンたちがその舞台に赴く。双方は，現象としては類似してい
るが，メディア・ツーリズムの起点という面では異なるのである。

4.　町おこし・観光資源としての聖地巡礼の限界
聖地巡礼も，ほかのメディア・ツーリズムと同様に，町おこしや観光資源という観点から語られるこ

とがある。聖地巡礼に限らず，地域の特産品のパッケージに萌え系のイラストを採用した販売促進活 
動3)，あるいは地域PRにおける「ゆるキャラ」の採用も類似する現象と位置づけられるだろう。アニ
メ作品やキャラクターが地域振興や観光と結びつく事例は確かに興味深いし，否定もしない。しかしそ
れらを過度に評価するのは疑問である。

第一に，そもそもテレビアニメの「寿命」は短い。放映期間は数ヵ月，長くて1年である。また，放
映数も非常に多い4)。つまり，あるアニメの放映前後で舞台や町に注目が集まっても，すぐに新たなテ
レビアニメが放映され，それにかかわる舞台や町に注目が集まる。すなわち，一つの聖地巡礼が注目さ
れるのは，もちろん例外があるにしても，該当するアニメの放映期間にある程度比例すると考えられ
る。それゆえ，聖地巡礼やそれに伴う町おこしや観光を，継起的な地域振興と結びつけるのには疑問を
感じる。

第二に，やはり依然として，アニメファンはニッチな存在なのである。明確なデータはないが，大河
ドラマやテレビドラマなどのファンと比較するとその人数は少ないと推測される。経済効果という観点
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でみれば，大河ドラマの『篤姫』が279億円と試算されているのに対し 5)，テレビアニメの『らき☆す
た』は1億円と試算されている6)。もちろん，県と町を単純に比較することはできない。そもそも聖地
巡礼を経済効果という観点でとらえることの妥当性に関する見識を持たないので，このような比較に意
味があるのかわからない。ただ，聖地巡礼を経済効果という観点から評価することにはやはり疑問を持
たざるを得ない。

第三に，仮に観光資源となることを「狙った」アニメがつくられ，それがファンによって看過される
ようなケースでは，必ずしも制作サイドが望むような結果にはつながらないと思われる。先に述べたよ
うに，聖地巡礼の一連の過程には，ファンの関与が大きく影響している。「ファンはメディア複合体が
生産，公認，管理する完成版，ならびにその思想を拒絶する。その代わりに，ファンは中心となる文
化的神話の創造・流通にわれわれが参加するような世界を思い描く」(Jenkins, 2006： 256)。ファンを国
家，行政，企業に対抗する存在と位置づけることはできないが，ファンの行為や意識は聖地巡礼におけ
る一つの核を形成しており，それをないがしろにはできないと考えられる。

5.　今後の課題
今後の課題を二つ挙げておく。第一に，歴史的な流れをフォローすることである。本研究では現代に

おけるメディア・ツーリズムの諸相を扱ったが，過去にも類似の現象は存在していたと推測される。こ
うした問題意識に基づき，今昔の違いを明らかにすることが必要である。第二に，テレビ・オーディエ
ンスがメディア・ツーリズムをどのようにとらえているか，を明らかにする必要がある。この問題につ
いては，テレビ・オーディエンスの「語り」を収集して明らかにしていくつもりである。

注

 1)　「日銀鹿児島支店は3日，今年の県内観光の中間評価を発表した。1 ～ 7月の観光客数は宿泊客が前年比3.9%増，
日帰り客が8.4%増で，この調子だとNHK大河ドラマ「篤姫」の経済効果は総額279億円になるという」（朝日
新聞・鹿児島県版，2008年9月5日）。

 2)　 同アニメは美水かがみの4コマ漫画が原作である。
 3)　2008年9月，JAうご（秋田県羽後町）が人気のイラストレーター・西又葵がデザインした袋を使用した「あき

たこまち」の販売をインターネットで行ったところ注文が殺到。用意した1000袋が数日で完売したという（日
経流通新聞，2008年11月12日； 朝日新聞，2008年12月18日・夕刊など参照）。

 4)　「アニメ専門誌『アニメージュ』によると，06年に全国でテレビ放映されたアニメの新作は329作品で，2000年
の2.2倍に増えた」（日本経済新聞，2007年4月8日）

 5)　本論注3を参照
 6)　日経流通新聞，2008年11月12日
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「不登校」の居場所の活動に携わる人々の抱える困難

森　　　　　啓　　之

1.　はじめに
1960年代以降，学齢期の児童は学校に通わなければならないという登校規範が強く存在しつづけて

いた。その社会状況下で，さまざまな理由で学校に通えない不登校の子どもが増えてきた。そして，不
登校の子どもは因習的に逸脱視されて管理・矯正が必要であるととらえられてきた。不登校の子ども
は，そのような因習的な社会からのまなざしを起因として自己を否定的にとらえるようになっていた。
また不登校の子どもの家庭のなかでも上述した登校規範が存在していたために，不登校をする子どもに
とっては学校でも家庭でも，またその他の場所でも自己否定感から解放される場所がなかった。

その状況下，1980年ごろから不登校の子どもを持つ保護者を中心に，不登校をする子どもが登校規
範から解放されて過ごすことができる場所を創設しようという社会的な動きが生まれた。その社会的な
動きを通じて，全国に不登校の子どもが通うための場所がつくられ，それらの場所はフリースクールや
フリースペースと名づけられた。それらのフリースクールは，欧米の教育運動が伝統的に創設してきた
フレネ学校などのフリースクールとは異なる性格のものであり，不登校の子どものための「居場所」と
呼ばれるようになっていった（以下，本稿では上述したフリースクールやフリースペースなどの不登校
の子どものための活動を，基本的には居場所とのみ記す）。

2.　先行研究と本研究の目的
教育社会学やその他の隣接分野における不登校現象に関する先行研究では，そのような居場所の活動

について，既存の学校のあり方からは距離をとる特殊なコミュニケーション空間が形成されている側面
を取り上げてきた。そして，そのようなコミュニケーション空間で不登校の子どもが過ごすことを通じ
て，その子どもたちがいじめなどの学校でのトラウマ経験や不登校を起因とする自己否定感から脱する
ことができる面を描写してきた。たとえば住田(2003, 2004)は，不登校の子どもが集まる居場所での対
人関係に注目し，それらの居場所は，既存の学校内の管理された状況を起因とする息苦しさから解放さ
れるための，また学校に登校していないことに関する周囲からの否定的視線から解放されるための「避
難場所」（住田，2004: p.103）や「逃避場所」(ibid.: 103)になるという。そして，居場所にかかわる大人
は不登校の子どもの持つ悩みを共に解決しようという姿勢で接するという。

このような居場所の活動に関する焦点の当て方は，ほかの先行研究にも共通するものである。たとえ
ば朝倉(1995)は，不登校の子どもが通うフリースクールで子どもが不登校を起因とする自己否定感から
脱する面を描写してきた。また菊地ら（菊地・永田2000）（菊地・永田2001）（永田2005）は，統計に
基づく量的社会調査を行った上で居場所の活動の指向性を掘り下げる。菊地らは，不登校の子どもの社


